
　

岩
手
県
中
心
部
に
位
置
す
る
県
立
盛
岡
商
業
高
校

は
、県
内
商
業
高
校
の
セ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
伝
統
校
だ
。と
く
に
就
職
面
で
は
地
域
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。数
年
前
か
ら
は
、進
路
指

導
の
さ
ら
な
る
強
化
と
と
も
に
、商
業
教
育
を
ベ
ー
ス

と
し
た〝
実
践
的
〞キ
ャ
リ
ア
教
育
を
全
校
体
制
で
推

進
。２
年
連
続
で
進
路
決
定
率
１
０
０
％
を
達
成
す
る

な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。た
だ
し
、同
校
が
目
指

す
の
は
単
な
る
就
職
実
績
の
向
上
で
な
く
、生
徒
一
人

ひ
と
り
の「
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
」の
育

成
だ
。２
年
前
に
着
任
し
た
民
間
出
身
の
校
長
の
知
識

と
経
験
を
活
か
す
な
ど
、社
会
や
企
業
の
実
状
を
踏

ま
え
た
実
践
が
、学
校
と
生
徒
に
変
化
を
も
た
ら
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

進
路
指
導
と
対
に
な
っ
て「
社
会
を
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
力
」の
育
成
を
目
指
す
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

（
図
１
）は
、建
学
の
精
神
を
冠
し
て「『
士
魂
商
才
』人

材
育
成
プ
ラ
ン
」と
い
う
。

　

大
き
な
特
長
は
、朝
の
Ｈ
Ｒ
か
ら
部
活
動
ま
で
、学
校

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
意
識

さ
れ
て
い
る
点
だ（
図
２
）。た
と
え
ば
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
で
あ
る
、あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
。朝
の
Ｈ
Ｒ
時
は

も
ち
ろ
ん
、廊
下
で
教
員
や
来
校
者
と
す
れ
違
う
時
の

あ
い
さ
つ
も
徹
底
し
た
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。授
業
規

律
の
確
立
に
も
力
を
入
れ
、「
授
業
の
始
ま
り
と
終
わ
り

の
あ
い
さ
つ
を
厳
格
に
行
い
、指
名
さ
れ
た
ら
返
事
を

し
、起
立
し
て
答
え
る
」こ
と
で
社
会
性
の
あ
る
行
動
を

定
着
さ
せ
る
ね
ら
い
だ
。こ
の
ほ
か
に
も
、社
会
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
に
ク
ラ
ス
ご
と
に
新
聞
を
購
読
し
て
い
る

が
、そ
の
記
事
を
も
と
に
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
毎
朝
実
施

す
る
な
ど
、社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
育
成
が
日
常
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｌ
Ｈ
Ｒ
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し

た
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
構
築
さ
れ
て
い
る（
図
３
）。

１
学
年
で
は
自
己
理
解
か
ら
始
め
、進
路
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
く
。２
学
年
で
は
、学
力
と
人
間
性
の
伸
長
を
図

る
と
と
も
に
、企
業
調
査
や
職
場
・
学
校
訪
問
等
に
よ
り

職
業
観
を
育
み
、将
来
設
計
に
つ
な
げ
る
。３
学
年
で

は
、人
生
観
、勤
労
観
、職
業
観
の
確
立
を
目
指
し
な
が

ら
、進
路
実
現
に
向
け
て
具
体
的
に
行
動
さ
せ
る
。校
外

に
出
掛
け
て
企
業
や
上
級
学
校
の
現
場
を
知
る
機
会
が

充
実
し
て
お
り
、レ
ポ
ー
ト
発
表
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
も
数
多
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

＞＞実践ノウハウ

●学校生活のあらゆる場面でキャリア教育を実践

●学校経営計画書をもとに確実に実践・評価・改善

●他校を巻き込む実践で県全体のキャリア教育推進に貢献

岩手・県立  盛
も り

岡
お か

商
し ょ う

業
ぎ ょ う

高校
実社会で求められる力と態度の育成に
他校を巻き込みながら取り組む

取材・文／藤崎雅子

先進校に学ぶキャリア教育の実践 C A S E 1

朝
の
Ｈ
Ｒ
や
教
科
学
習
で
も

日
常
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

図1 2009年度重点目標

生徒が誇りを
持った活力ある
学校づくり

社会をたくましく
生き抜く
人財の養成

開かれた
学校づくり

実践的キャリア教育
の推進

①キャリア教育の充実を図
り、望ましい職業観の育成
を図るとともに、社会の変
化に対応できるコミュニケー
ション能力、マネージメント
能力などの社会人基礎力を
養う
②具体的計画書の作成お
よび実施

進路指導

①就職内定率年内100％
の実現と内定先の充実
（ex.不況に強い業種・企
業の選別、民間人校長によ
る面接指導、「校長ガイダン
ス」など）
②一定の学力・志願倍率
の維持を図るべく大学進学
率の向上
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同
校
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、２
０
０
７
年
度
、金
融
機
関
出
身
の
馬
上
達
幸
先

生
が
校
長
に
着
任
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。当
時
の
状
況

に
つ
い
て
馬
上
校
長
先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
商
業
教
育
を
通
じ
て
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識

や
技
術
の
習
得
に
努
め
て
き
た
本
校
で
す
が
、変
化
の

激
し
い
現
代
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

折
り
し
も
数
年
後
に
創
立
１
０
０
周
年
を
控
え
、改
革

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
。そ
の
追
い
風
を
受
け
て

１
０
０
周
年
に
向
け
た
中
期
目
標
を
立
て
、キ
ャ
リ
ア
教

育
を
中
心
と
し
た
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
」

　

校
長
か
ら
指
名
を
受
け
た
西
里
孝
義
先
生
ら
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
に
向
け
た
準
備
を
担
当
。先
進
校

視
察
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、全
国
進
路
指
導
協
議
会
な
ど

の
機
会
を
活
か
し
て
情
報
収
集
し
、同
校
独
自
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
士
魂
商
才
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」を

発
案
し
た
。

　
「
新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
付
け
た
も
の
の
、中
身
は

ゼ
ロ
か
ら
作
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
の
実
践
を

見
直
し
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
体
系
化
し
た
も
の
で

す
。新
規
の
活
動
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、１
学
年
が
バ

ス
で
様
々
な
企
業
や
上
級
学
校
を
め
ぐ
る『
職
場
・
学

従
来
の
実
践
を
も
と
に

３
年
間
を
体
系
化

Process

立
ち
上
げ
の
プ
ロ
セ
ス

＞＞School Data
流通ビジネス科・会計ビジネス科・国際ビジネス科・情報ビジネス科／1913年創立
生徒数／763人（男子318人・女子445人）
進路状況（2008年度実績）／大学 10.1％・短大 4.3％・専門学校 26.1％・
就職 59.4％
岩手県盛岡市本宮2-35-1
　　019-636-1026
　　http://www2.iwate-ed.jp/moc-h/URL

TEL

図2 「士魂商才人材育成プラン」各領域における指導内容
各教科 特別活動 総合的な学習の時間 日常生活・その他

①授業で、成就感・達成感・自己有用感を育む
②将来の職業生活に必要な権利、義務等の 
　知識、技能の習得
③自他の生き方を探求し、社会の変化等を学
　び、進路選択の力を身につける
④自己の能力、適性を知り、それを伸長させる
　自己教育力を育む

①生徒一人ひとりがクラスでの役割をもち、
　責任感と存在感をもてるようにする
②コミュニケーションによる人間関係の構築
　の大切さを学び、社会の一員としての役割
　を学び、チームの重要性を身につける
③他者の個性を尊重、理解し、自己理解の認
　識を深める

①「自己の在り方生き方を考えることができる
　ようにする」（学習指導要領より）
②「産業社会」とともにキャリア教育の核とし
　て様々な問題解決のために、自ら考え、
　主体的に行動できる人材を育む
③諸能力のすべてを網羅する、集大成と位置
　づける

①日常生活で積極的な生徒指導の充実を通
　して、規範意識やマナーを育む
②異年齢集団活動によって、「人とかかわる
　力」を育成し、協働の心を育む
③保護者・地域社会、幼保小中・上級学校と
　連携をとり、連携ネットワークを構築する
④就労体験・奉仕活動等による自己有用感、
　社会性を育む

図3 LHRと「総合的な学習の時間」のプログラム内容
学年

目標

1学年（実施時間 LHR） 2学年（実施時間 総合学習） 3学年（実施時間 総合学習）

自己探求＝「キャリア基礎」 自己創造＝「キャリア開発」 自己確立＝「キャリア発達」

キャリアガイダンス
レッツスタート高校２年生
進路希望調査

キャリア探索プログラム
事前指導

キャリア探索プログラム
職場・学校見学実施、まとめ

基礎力診断テスト
キャリアガイダンス（外部講師）

インターンシップ
キャリア体験プログラム
（工業高校との連携授業）

キャリア体験プログラム
まとめ
実力診断テスト、適性検査

社会人講話

進路希望調査
進路リアル体験（先輩と語る会）

次年度に向けての抱負

自己を創造する

キャリア教育とは

自己を理解する

高校生レッツスタート

入門自分発見
心理検査で自分発見

私の履歴書を作ってみよう
進路適性検査

職業いろいろ発見
興味ある職業について調べよう

キャリア体験プログラム
職場・学校見学

キャリア体験プログラム
職場・学校見学発表会

高校３年間の設計図

進学いろいろ発見
就職いろいろ発見

進路希望調査
次年度に向けての抱負

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

職業を理解する

職業を体験する

将来を設計する

進路目標の設定

職業を理解する

職業を体験する

将来設計

進路を考える

進路希望調査
進路先が決まったら

進路先へジャストフィット

仕事選びのステップ
就職条件を整理しよう

履歴書の書き方
面接の受け方（基本）
自己ＰＲについて
面接の受け方（実践）
コミュニケーションスキルズ
伝える力を身につけよう

自己を確立する

進路目標の設定

進路実現に向けて

就職選考・受験
進学先選考・受験

フォローアップ研修
社会人としての心構え
ライフプランを考える

社会人・学生
としての心構え
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校
見
学
』や
、２
学
年
の
希
望
者
が
工
業
高
校
で
工
業

の
基
礎
を
学
ぶ『
キ
ャ
リ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
』な
ど
、

学
校
外
と
の
接
点
を
も
つ
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
」

（
西
里
先
生
）

　

08
年
度
か
ら
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
担
当
部
を
発
足

さ
せ
、西
里
先
生
が
部
長
に
就
任
。進
路
指
導
や
教
務

と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
た
め
、同
部
は
進
路
指
導
部
内

に
設
置
さ
れ
、西
里
部
長
は
教
務
部
副
部
長
も
兼
務
す

る
。当
初
、西
里
先
生
が
も
っ
と
も
課
題
に
感
じ
た
の
は

教
職
員
の
共
通
理
解
だ
っ
た
が
、大
き
な
混
乱
な
く
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
「『
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
？
』と
理
屈
か
ら
入
る
の
で
は

な
く
、ま
ず
実
践
し
て『
今
や
っ
て
い
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
教

育
な
の
だ
』と
実
感
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ

れ
が
先
生
方
に
は
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」（
西
里
先
生
）

　

社
会
性
や
規
範
意
識
の
育
成
の
た
め
に
、教
員
自
ら

が
率
先
し
て
態
度
で
示
す
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。授
業

は
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
前
に
教
室
に
入
室
。企
業
か
ら
の
来

客
も
多
い
な
か
名
刺
の
受
け
渡
し
や
服
装
に
も
気
を
配

り
、電
話
は
ベ
ル
３
回
以
内
で
取
る
。２
学
年
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
時
は
単
に
引
率
す
る
だ
け
で
な
く
、教
員
自
身

も
学
ぶ
姿
勢
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
う
し
た
教

員
の
姿
勢
や
態
度
が
生
徒
に
及
ぼ
す
影
響
は
、決
し
て

小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

校長
馬上達幸先生

図4 各科目の学習到達目標の例（シラバス集より抜粋）

教
員
の
社
会
性
や
規
範
が

生
徒
の
行
動
・
態
度
に
影
響

　

今
年
度
は
、各
教
科
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

に
力
を
入
れ
て
い
る
。シ
ラ
バ
ス
集
に
あ
る
各
科
目
の
到

達
目
標
の
欄
に
は
、「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」や「
自

ら
考
え
主
体
的
に
行
動
」な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
ま
れ

る
べ
き
諸
能
力
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
を

意
識
し
て
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う（
図
４
）。な
か
で
も
教
科「
商
業
」は
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
取
り
入
れ
や
す
い
教
科
と
し
て
、重
要
性
を
教
員
間

で
共
有
。知
識
や
技
術
の
習
得
だ
け
で
な
く
、規
範
意

識
や
責
任
感
な
ど
、社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
だ
。

キャリア教育推進担当部長
西里孝義先生

キャリア教育推進担当部
齊藤達正先生

キャリア教育推進担当部
三河光博先生

英語Ⅱ

1.英語の４技能を用いた活動を通じ、英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとす
る態度を育てる
２．既習の語彙、イディオム、重要構文等を正しく捉え英文を理解し、同時に背景や関
連知識から自分の考えや意見を述べる力を育てる

科目 学習の到達目標

世界史A
○諸地域世界の風土や人 を々理解し、その世界の成立と一体化の過程を把握する
○現代の諸課題を、世界的視野にたって見つめることができる
○歴史的知識を基礎に、諸課題に対して自ら考え、主体的に行動できる

国語表現Ⅰ

進学希望者を中心に、推薦入試の小論文対策として、前期は小論文の書き方の基
本をマスターする。後期中頃までは入試対策問題演習とし、テーマの捉え方、論文展
開法を身につけ、添削を通して小論文の書き方を徹底的に学習する。後期は、ディベー
ト等「聞く、話す」活動も取り入れ、コミュニケーションのスキルを身につける

図5 分掌ごとの推進計画書と年度末反省（進路指導部の例）
分掌

項目

渉外・事務

進学指導

就職指導

進路指導部

数値・行動目標

全体企画･選考会議

受験報告書

進路学習資料

進学指導企画（大学）

進路指導企画（専門学校）

就職指導企画・運営

進路委員指導･面接指導計画

担当者

三浦秀

千田

高橋幸

堀江

高橋幸

鈴木卓

大石

4

⇔

実施

5

⇔

実施

6

⇔

実施

7

⇔

実施

8

⇔

実施

9

⇔

実施

10

⇔

実施

11

⇔

実施

12

⇔

実施

1

⇔

実施

2

⇔

実施

3

⇔

実施

100

◎

◎

○

○

○

◎

◎

選考会議においては３学年団の先生方と連携を図りながら、
スムーズに円滑に運営出来た。

書式を新しく工夫し、来年度以降も有効に活用出来る。３学
年担任団の生徒への記入指導の徹底がはかられていた。

概ね良好

短大を含め４０人となったが、来年度は５０人を目標としたい。
１・２年次から進学模試を受験させ、大学ランキング等を知るこ
とも進学意欲の向上に繋がると思われる。

概ね良好

１月に１６４名全員が内定出来たことは、校長先生をはじめ３
学年担任団の指導の成果である。

先生方のご協力により、実施することが出来た。最後の１月ま
でご指導いただき、心から感謝申し上げる次第である。

数値 評価

達成度実施時期（月）：上段計画⇔、下段実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

⇔

実施

全期

成果と課題
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開
始
３
年
目
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
プ
ラ
ン
が
安
定
稼

動
し
て
い
る
背
景
に
は
、「
学
校
経
営
計
画
書
」の
存
在

が
考
え
ら
れ
る
。

　

同
校
の「
学
校
経
営
計
画
書
」は
、学
校
全
体
の
ほ
か

分
掌・
教
科
ご
と
の
方
針
や
年
間
計
画
が
ま
と
め
ら
れ

た
、80
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
冊
子
だ
。以
前
か
ら
１
枚
程
度
の

経
営
計
画
書
は
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、そ
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
馬
上
校
長
先
生
の
て
こ
入
れ
で
昨
年
か
ら
こ
の

よ
う
な
形
式
に
変
更
。「
実
践
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

も
こ
の
中
に
明
記
さ
れ
、教
職
員
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

経
営
計
画
書
の
作
成
に
は
、教
員
全
員
が
か
か
わ
る
。

す
べ
て
の
分
掌
・
教
科
が
統
一フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
用
い
、重
点

目
標
や
具
体
策
、実
施
に
向
け
た
詳
細
な
計
画
を
作
成

し
て
い
る
か
ら
だ（
図
５
）。確
実
な
実
践
に
つ
な
が
る
よ

う
、計
画
書
に
は
課
題
ご
と
に
担
当
者
と
実
施
時
期
が

明
記
さ
れ
る
。こ
う
し
た
作
業
に
よ
る
教
員
の
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
る
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
担
当
部
の
齊
藤

達
正
先
生
は
否
定
す
る
。

　
「
従
来
は
ば
ら
ば
ら
で
煩
雑
だ
っ
た
書
類
が
整
理
さ
れ

て
明
確
に
な
っ
た
た
め
、か
え
っ
て
作
業
が
減
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。自
分
た
ち
の
目
標
を
自
分
た
ち
で
作
る
と

い
う
こ
と
で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、実
践
力
も
つ
い

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

ま
た
、各
分
掌
・
教
科
の
目
標
と
計
画
は
、秋
に
中
間

評
価
、年
度
末
に
は
年
間
の
評
価
が
行
わ
れ
、次
年
度
の

目
標
設
定
や
計
画
に
活
か
さ
れ
る
。

　
「
前
年
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
担
当
部
を
振
り
返
る

と
、計
画
の
詰
め
が
甘
く
て
中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。他
の
分
掌
の
先
生
方
に

も
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、今
年
度
の
改
善
に
活
か
し
ま
し
た
。

今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
広
く
改
善
案
を
拾
っ
て
い

く
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
西
里
先
生
）

　

運
用
に
つ
い
て
は
発
展
途
上
の
段
階
だ
が
、こ
の
学
校

経
営
計
画
書
は
県
教
委
が
高
く
評
価
し
て
お
り
、〝
盛
商

ス
タ
イ
ル
〞と
し
て
全
県
で
取
り
入
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
と
い
う
。

　

も
う
１
つ
注
目
し
た
い
の
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

や
研
究
を
、他
校
を
巻
き
込
み
な
が
ら
進
め
て
い
る
点

だ
。同
校
教
員
か
ら
口
々
に
聞
か
れ
る
、「
学
校
単
独
で

は
な
く
岩
手
県
全
体
の
発
展
を
考
え
た
い
。そ
れ
を
本

校
が
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
意
気
込
み
が
、学
校

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
数
々
の
実
践
を
生
ん
で
い
る
よ
う

だ
。そ
の
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

工業高校での「キャリア体験プログラム」のようす。製造業の経営や業務内容等に関する講義のあと、CAD
の動かし方やはんだづけなどの実習も行われた

岩
手
県
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

リ
ー
ド
校
で
あ
り
た
い

Close up 

②

他
高
校
と
の
連
携

Close up 

①

学
校
経
営
計
画
書

統
一フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

分
掌
・
教
科
ご
と
に
目
標
管
理

同校全体および各分掌の経営方針、計画
や反省が集約された「学校経営計画書」

図6 キャリア体験プログラムの生徒レポートより
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先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

　

ま
ず
は
、昨
年
度
か
ら
２
学
年
で
始
め
た
、盛
岡
工
業

高
校
で
工
業
の
基
礎
を
学
ぶ「
キ
ャ
リ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」。商
業
と
直
結
す
る
職
種
や
業
種
だ
け
で
な
く
、製

造
業
や
工
業
分
野
の
仕
事
に
も
興
味
を
持
た
せ
、生
徒

の
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
る
の
が
ね
ら
い
だ
。ま
た
、事

務
系
職
種
で
あ
っ
て
も
製
造
業
に
就
職
す
れ
ば
現
場
業

務
の
理
解
は
必
要
で
、製
造
部
門
よ
り
管
理
部
門
へ
の

登
用
も
あ
る
た
め
、入
社
後
の
業
務
に
役
立
つ
と
の
考

え
も
あ
る
。初
年
度
は
１
０
６
人
が
希
望
し
、３
日
間
で

計
12
時
間
学
習
し
た（
図
６
）。

　
「
昨
年
は
本
校
生
徒
に
よ
る
工
業
高
校
で
の
体
験
の

み
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、目
指
す
の
は
近
隣
の
工
業
高

校
と
農
業
高
校
の
３
校
に
よ
る
相
互
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。専
門
分
野
の
学
習
を
相
互
に
提
供
し
、各
校
の

進
路
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
で
す
」（
西
里
先
生
）

　

ま
た
、県
内
の
商
業
教
育
に
携
わ
る
高
校
全
体
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
、同
校
の
提
案
に

よ
り
岩
手
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
商
業
部
会
に
お
い

て「
キ
ャ
リ
ア
教
育
分
科
会
」が
２
年
前
か
ら
発
足
し

た
。年
２
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必

要
性
の
確
認
や
、実
践
に
向
け
た
情
報
交
換
が
行
わ
れ

て
い
る
。夏
休
み
を
利
用
し
た
教
員
の
企
業
研
修
も
、同

校
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た
。昨
年
は
ス
ー
パ
ー
と

銀
行
で
３
〜
５
日
間
の
研
修
を
実
施
。同
校
の
商
業
科

の
教
員
は
全
員
研
修
を
済
ま
せ
て
お
り
、今
後
は
普
通

教
科
の
教
員
に
も
広
げ
て
い
く
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
研
究
部
会
等
を
通
じ
て
、同
校
で
の
実
践

方
法
は
積
極
的
に
他
校
に
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
。キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
担
当
部
の
三
河
光
博
先
生
は
昨
年
度
、

岩
手
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
長
期
研
修
生
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、そ
の
研
究
成

果
の
資
料
を
１
枚
の
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
に
収
め
て
希
望
校
に
配
布

し
て
い
る
と
い
う（
ペ
ー
ジ
上
写
真
参
照
）。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
、何
か
ら
始
め
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
の
が
各
校
の
実
態
で
は
。本
校
の
実
践
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
と
に
、多
く
の
学
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り

組
み
が
進
め
ば
嬉
し
い
で
す
」（
三
河
先
生
）

　

県
全
体
で
発
展
し
て
い
こ
う
と
す
る
同
校
の
動
き
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
面
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。岩
手
県

は
今
年
度
か
ら
、高
卒
就
職
の
求
人
件
数
の
多
い
高
校

が
県
教
委
に
求
人
情
報
を
提
供
し
て
高
校
間
で
求
人

を
共
有
す
る
と
い
う
試
み
を
開
始
し
、全
国
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
が
、こ
れ
も
比
較
的
恵
ま
れ
た
求
人
が
集

ま
る
同
校
が
、県
内
の
厳
し
い
高
卒
就
職
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
に
県
に
働
き
か
け
て
実
現
し
た
も
の
だ
。

●

　

同
校
生
徒
の
状
況
を
表
す
数
字
は
、こ
の
数
年
間
で

大
き
く
変
化
し
た（
図
７
）。５
年
前
と
比
べ
て
昨
年
度

の
欠
席
者
数
や
遅
刻
者
数
は
３
分
の
１
近
く
に
、早
退

者
数
は
５
分
の
１
近
く
に
減
少
。一
方
で
資
格
取
得
者
数

は
大
幅
に
上
昇
し
、就
職
内
定
率
は
２
年
連
続
で

１
０
０
％
を
維
持
し
て
い
る
。こ
れ
は
単
な
る
生
活
指
導

や
資
格
取
得
指
導
だ
け
で
な
く
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

ベ
ー
ス
と
し
た
指
導
の
効
果
」と
西
里
先
生
は
話
す
。

　
「
以
前
は
自
分
の
進
路
に
つ
い
て『
ど
っ
ち
で
も
い
い

や
』と
い
う
態
度
の
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

『
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
』と
は
っ
き
り
言
え
る
生
徒

が
増
え
て
き
ま
し
た
。将
来
に
対
す
る
前
向
き
さ
が
生

活
態
度
に
も
表
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

馬
上
校
長
先
生
は
今
後
の
展
望
を
こ
う
語
る
。

　
「
本
来
は『
卒
業
生
が
ど
こ
の
会
社
に
何
人
入
っ
た

か
』よ
り
も『
卒
業
生
が
将
来
ど
こ
で
ど
う
活
躍
し
て
社

会
に
役
立
っ
て
い
る
か
』が
大
事
。そ
う
し
た
意
味
で
進

路
指
導
の
質
の
高
さ
を
誇
れ
る
学
校
で
あ
る
た
め
に
、

就
職
や
進
学
の
後
を
見
越
し
た
長
い
目
で
見
た
人
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

そ
の
た
め
に
は
ま
だ
中
学
校
や
大
学
と
の
縦
の
連

携
、家
庭
や
地
域
と
の
横
の
連
携
の
弱
さ
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、強
化
を
図
る
方
向
だ
。さ
ら
に
、離
職
状

況
を
リ
サ
ー
チ
し
て
指
導
に
活
か
し
た
り
、日
本
版
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
と
い
う
。
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三河先生が作成した、キャリア教育実
践のためのCD-Rより。キャリア教育モ
デルプラン、ワークシート、指導案、指
導のポイントなどのデータがあり、各校
の状況に合わせて加工し使用できる

図7 生徒状況の変化
項目 2003年度2007年度2008年度

※2003年度は８学級。斜線はデータなし
　「初級シスアド」は09年度春期試験をもって廃止され、新たに「ITパスポート試験」が開始

ＰＴＡ総会出席率

大学進学者数

就職内定率

初級シスアド

基本情報技術者

日商簿記2級

全商1級３種目以上

進路変更（退学）

不登校

のべ早退（３学年）

のべ遅刻（３学年）

のべ欠席（３学年） 299

242

70

0

0

79

42

2

8

100％

40

21％

725

414

253

2

2

41

12

0

2

100％

32

9.8％

824

681

340

5

11

3

6

0

0

88.5％

44

学校生活の
状況

資格取得状況

進路状況

ＰＴＡ


